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はじめに 

 

特定非営利活動法人 

日本冒険遊び場づくり協会 代表 
2019 年度日独青少年指導者セミナー派遣団団長 

 

関戸 博樹 

 

私たちは「遊び あふれるまちへ！」を合言葉に、子どもが遊びながら育つことができ

る環境づくりを目指した活動をしています。 

今年度は、昨年度に引き続き、Spielmobile e.V. との交流を深めた一年となりました。

まず、5 月 30 日～ 6 月 11 日の 2 週間、ドイツからの派遣団 7 名の受け入れ事

業を実施しました。東京、埼玉、宮城、山形などを案内し、地域と連携しながら展開する

日本の遊び場づくりの実践を見てもらいました。 

そして、10 月 7 日（月）～ 20 日（日）の 2 週間、日本からの派遣事業として、ドイ

ツを訪れ、「モバイル・プレイ」はもちろん、冒険遊び場、ユースセンター、子ども農園、

社会文化センター、環境教育センター、メディア教育センターなどの多様な実践を見て

きました。子どもが「遊ぶことで学び育つ」という共通の目的を持ちながらも、多角的に活

動しているドイツの青少年活動の幅広さから多くのことを学びました。特筆すべきは「ソ

ーシャル・ペタゴギック＝ Sozial Pädagogik（社会教育）」という理念、つまり子どもを含

めた「人」を一人ひとりの主体として見て関わるための理論と実践の理念について持ち

帰ることができたことです。 

また、子どもが遊び育つことと、地域社会や国の発展は地続きであるということの信念

も改めて感じる機会が多く、多くの青少年指導者から「主体的な市民が育つことにつな

がっている」という言葉を聞きました。自分の実践が社会的な影響力を持つという自覚と

様々な工夫が、実際の子どもたちの育つ環境を改善し、ひいては自分たちの職業とし

ての価値づけにもつながっていると感じました。 

私たちが日本の社会で「遊び、あふれるまちへ！」を実現するしていくためには、現

代の子どもたちが置かれている生活の中に、もっと主体的に過ごし方を選べる「遊ぶ」と

いうことを、時間的にも空間的にも保障していく確かな理論と実践が必要とされています。

今年度の成果は、今後の私たちの活動のなかで取り入れていきたいと考えています。 
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事業概要 
 

（１） 事業趣旨 

日本とドイツの青少年教育の現状や取組を理解し、両国の指導者が意見交換するこ

とを通して、青少年教育指導者の資質や能力の向上を図る。 

 

（２） 実施関係機関 

日本：文部科学省とドイツ：家庭・高齢者・女性・青少年省（BMFSFJ）との合意に

基づき、「遊び場の提供を通じた青少年の育成」の分野において、特定非営利活動法

人日本冒険遊び場づくり協会と、ドイツの Federal playbus organisation of 

Germany, Spielmobile e.V. が実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 事業日程・場所 

【受入事業】 

受入行程調整 2018 年度中～ 2019 年 5 月 

ドイツ受入  5 月 30 日（木）～ 6 月 11 日（火）＜東京・埼玉・宮城・山形＞ 

６名＋引率者１名 計７名 

 

【派遣事業】 

派遣者募集  3 月 17 日（日）～ 4 月 19 日 ( 金 ) 

派遣者決定  6 月 2 日（日）６名＋引率者１名 計７名 

研修１    6 月 2 日（日）東京にて 

研修２    8 月 10 日（土）11 日（日）東京にて 

ドイツ派遣  10 月 7 日（月）～ 20 日（日）＜ミュンヘン・レムシャイト＞ 

報告会    11 月 23 日（土）東京にて  

 

（４） 研修テーマ 

Ｂ③（文化分野） 遊び場の提供を通じた青少年の育成 

 

 

【主催】 
 

 

 

 

 

【実施】 

 

 

 

 

 

 

 

日本 

 

ドイツ 

 

Federal Playbus Organisation, 
Spielmobile e.V. 

文部科学省 総合教育政策局

教育改革・国際課 

 

家庭・高齢者・女性・青少年省 

ＢＭＦＳＦＪ 

特定非営利活動法人 

日本冒険遊び場づくり協会 
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受入事業 
１． 受入日程（2019 年 5 月 30 日～6 月 11 日） 
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２． ドイツ団メンバー  
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３． 協力機関・団体等 

 

受入事業を実施するにあたり、多くの機関や団体から協力を頂いた。各機関や団体

とは綿密に連絡を取り合い、双方に成果が出るように調整を行った。 

 

機関・団体名 役割 

NPO 法人ふれあいの家

おばちゃんち 

品川区内における、冒険遊び場紹介、日本文化紹介、小学校訪

問に関する企画調整、ホームステイ家庭との調整 

日本学術会議 シンポジウム開催による啓発 

埼玉冒険遊び場 

連絡協議会 

朝霞市、和光市、新座市における冒険遊び場・児童館紹介、日

本文化紹介、交流プログラムに関する企画調整 

NPO 法人 

冒険遊び場せんだい・

みやぎネットワーク 

仙台市、石巻市における冒険遊び場紹介、子ども支援の取り組

み紹介、講座開催に関する企画調整 

NPO 法人 

クリエイトひがしね 

山形県東根市における冒険遊び場紹介、講座開催、交流プログ

ラムに関する企画調整、ホームステイ家庭との調整 
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1日目：5月30日（木） 羽田空港到着 東京都内
羽田で出迎えた後に、新馬場のレンタルスペース松本にて昼食、日本滞在中のオリエンテー
ションを実施。東京都内を散策し、各ホームステイ先へ移動。

羽田空港で出迎え 昼食とオリエンテーション

都内散策

都内散策：東京を一望する

４． 受入事業内容
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2日目：5月31日（金） 東京都内
受入団体である日本冒険遊び場づくり協会や日本の子どもの現状について説明。
品川区立三ツ木小学校、北浜冒険ひろば、旧東海道を視察。

冒険遊び場づくり協会についての説明 中小企業センターにて

品川区立三ツ木小学校 雅楽の授業を小学6年生と一緒に受ける

北浜冒険ひろば 子育て支援施設の視察
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羽根木プレーパーク

日本学術会議講堂でシンポジウム
パネルディスカッション

ウルリッヒ氏の講演 関係者の集合写真

3日目：6月1日（土） 東京都内
羽根木プレーパークを視察。
日本学術会議主催シンポジウム「子どもの戸外遊びが消滅！？遊びへの社会的介入としての
移動式遊び（プレーバス）」において講演およびパネルディスカッションに参加。
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4日目：6月2日（日） 東京都内
渋谷はるのおがわプレーパークを視察。
日本日本冒険遊び場づくり協会 国際フォーラムに参加。

渋谷はるのおがわプレーパーク

国際フォーラム ゲルト氏の講演 ナディン氏の講演

国際フォーラム参加者の集合写真
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5日目：6月3日（月） 東京都内→埼玉
Tokyo Plaｙ、道遊び に関する説明。東京における交流事業について振り返り。
埼玉へ移動し、川越のまちづくり、喜多院について視察。

Tokyo PLayについての説明

太刀川記念上大崎交流会館にて

喜多院にて 氷川神社

1日の振り返りの会
ボンネットバスで移動
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6日目：6月4日（火） 埼玉
朝霞市役所訪問、市長より呈茶、朝霞のまちづくりについて説明を受ける。基地跡
地、シンボルロード視察、朝霞の森プレーパークでゆったりと過ごす。

朝霞市役所にて
朝霞市長による呈茶

朝霞の森についての解説
遊びに来ている親子と一緒に昼食

お絵かきから始まる遊び 子どもたちと交流
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7日目：6月5日（水） 埼玉
わこう子育てネットワーク（ちびとも・もくれんハウス）の活動、新座子育てネッ
トワークの活動について視察。

わこう子育てネットワークについての説明 ちびともの活動を視察

もくれんハウスにて 日本の伝統的な遊びに挑戦 ふるさと民家園

新座子育てネットワークについて説明
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8日目：6月6日（木） 埼玉県→宮城県仙台市
関東から東北へ移動。NPO法人冒険遊び場せんだい・みやぎネットワークの協力によ
り震災メモリアル、海岸冒険ひろば視察。ミニ講演会開催。

NPO法人冒険遊び場せんだい・みやぎネットワークについての説明

「Access to Play in Crisis」と題してミッヒさんがミニ講演 若葉区中央市民センターにて
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9日目：6月7日（金） 宮城県石巻市
石巻子どもセンター、黄金浜ちびっこあそび場、にじいろくれよんの活動について
視察。

石巻子どもセンターらいつにて

黄金浜ちびっこあそび場にて

にじいろクレヨンにて
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10日目：6月8日（土） 山形県東根市
仙台から東根市へ移動。クリエイトひがしねの団体概要、東根市子育て支援施策に
ついて説明。東根市内見学、東根市茶道連盟協会によるお茶会参加。

クリエイトひがしねの活動説明

東根市内を視察

ホームステイ先の家族と対面 交流会にて

お茶会
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11日目：6月9日（日） 山形県東根市
国際ミニフォーラム「ドイツから学ぶ遊びあふれるまち・ひがしねへ」にて講演
あそびあランドにてドイツの遊び交流会

ゲルトさんの講演
ディスカッション

タントクルセンターにて

子どもたちと遊ぶ あやとりで交流

あそびあランドにて
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12日目：6月10日（月） 山形県東根市→東京
さくらんぼタントクルセンター内けやきホール視察、東根市長表敬訪問。東根市から東京へ
移動。
全行程の振り返り、次年度に関する意見交換、フェアウェルパーティー。

けやきホールについての説明

東根市長を表敬訪問

見送りに来てくれたホームステイ先の子ども
たちに手を振る

フェアウェルパーティー

ドイツの国旗色のドリンク
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　　 07

ドイツ団　日本各地を巡る
日本文化と子どもの日常に触れる（東京都・品川区）

東京都品川区立三木小学校では、校長・副校長先生に「日常の様子を自由に見て下さい」と案内され、

低学年教室では教壇に導かれ質問を受けました。図工室ではグループ、個人で割りばしで工作という

授業。子どもの一人が団長に作品をプレゼント。ゲルハルトさんは大喜びでした。６年生は体育館で

雅楽の演奏鑑賞と体験の授業でした。最後は教室の窓から「さよなら。Auf Wiedersehen」と叫ぶ子

どもたちに大声で返すドイツ団でした。見学後に「日本の教育は規律性を重んじている」と指摘され、

多様性の教育も提唱されている昨今ですが、学びを遊びに転換する必要性を私はより感じた次第です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（杉本将輝）

市民が守る朝霞の森を満喫（埼玉県・朝霞市）

朝霞市では市長から呈茶のおもてなしを受けた後、プレーパークの開催を行っている「朝霞の森」と

いう広場を中心に過ごしました。市民が手作りでルールや環境をつくる広場のあり方を見て、「これ

からも、ぜひこの素晴らしい運営スタイルを維持し続けて欲しい」とドイツ団からコメントがありま

遊びや遊び場の果たす役割の共通部分を発見（宮城県・仙台市）

宮城県では、主に東日本大震災との関連で、仙台のほか石巻で３か所の活動をまわりました。仙台では、

震災での被災・休園を経て再開して１年の海岸公園冒険広場と、震災をきっかけに周辺で展開するよ

うになった移動式遊び場の活動場所を巡りながら、意見交換をしました。夜には「危機的状況での遊

び場づくりとその意義」と題した学習会を開催、ミハエルさん中心に、被災地域や難民キャンプなど

での移動式遊び場の取り組みの話を 20 名の参加者で聞き、遊びや遊び場の果たす役割に共通する部

分が大きいことが確認できました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（根本暁生）

言葉の壁を感じさせない遊びの力（山形県・東根市）

初日、山形県東根市の担当課からドイツの皆さんに子育て支援施策を紹介したところ、詳細にわたる

質問があり、市の子育て支援内容や NPO との協働で行っている遊び場運営にとても関心をもって頂き、

自分たちの新たな励みにもつながりました。東根で開催した国際フォーラムでは、ドイツの移動型遊

び場の取り組みを知ることができ、ドイツのプレイワーカー達との遊びの交流では、「言葉の壁」を

全く感じることなく一緒になって遊ぶ子どもたちの姿は、「遊び」が世界共通なんだということを私

たちに教えてくれました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊勢博）

した。お昼ご飯にはプレー

パークに遊びに来ている親

子が焚き火で作ったご飯と

豚汁を一緒に食べたり、夕

方に遊びに来た小学生発案

のお絵描きゲームでゆった

りと交流を楽しみました。

　 　　　　　　（関戸博樹）
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ゲルハルトさんからの手紙

こんにちは、小学校のみなさん

みなさんは素晴らしい生徒たちであり、ドイツの代表団は、みなさんの持っている豊富な知識や学ぶスピー

ドに感心しました。そして、教室内外の装飾や展示も素晴らしかったです。教室内外の装飾や展示などは、

良い学習環境をつくるためには重要なことです。

図工の授業に参加したことが、私自身の思い出です。その授業で、割り箸で出来た作品をもらいましたが、

今でもドイツの子どもたちに、その作品をどのように使い、どのように作るのかを教えています。

演劇、音楽、手芸といった芸術の世界における創造性は、数学や科学と同じくらい人生を豊かにするため

に大切なことです。そして、もし学校でうまくいかないことがあっても、落ち込まなくていいんですよ。

アルバート・アインシュタインはドイツの有名な科学者ですが、彼は学校ではうまくいかず、成績もあま

りよくありませんでした。しかし、後に相対性理論を生み出しました。子どもの頃、アルバートは何が一

番好きだったでしょうか？それは、友達と遊ぶことでした。

アルバート・アインシュタインに関するこの物語から、私たちは何を学ぶことができるでしょう。

たくさん遊ぶ人には、遊んだり、そこから新しい考えを思いついたりすることで、たくさんの考えや価値

観を得ることができます。

ドイツと日本は距離が離れていますが、できる限り一緒に遊んでいきましょうね。

遊び心がある子になってくださいね。

親愛を込めて。

ゲルハルト・クネヒト　 ( ドイツの連邦プレイバス組織代表 )

訪問した品川区立三
み つ ぎ

木小学校の子どもたちに、ゲルハルトさんからお礼の手紙が届きました。

我が家に来てくれたのは、今回のリーダーであるゲルハルト・クネヒトさんでした。実は我が家でホーム

ステイを受け入れるのは全く初めての経験で、家族一同緊張していました。

初日の夜、皆で家に帰ったのは夜の 9 時過ぎ。旅の疲れもあるだろうと早めに寝る予定でしたが、彼の家

に入って最初の一言は「さあ、何をして遊ぼうか？」でした！

びっくりしつつも遠慮なくカードゲームを出す娘・・・。その後一緒にドイツのトランプゲームをして遊び、

さらにトランプを使った手品まで教えてもらいました。その日はそれでおしまいでしたが、次の日の朝ま

で練習に付き合ってもらい、すっかり手品をマスターした娘が出かける前に披露してくれました。手品は

大成功で、本気で驚く私と得意げな娘、それを笑顔で見守ってくれたクネヒトさんの笑顔が本当に良い思

い出です。

あっという間の 3 日間で家でゆっくりする時間もあまり無かったのが

残念でしたが、楽しいというか、大変貴重でありがたい 3 日間でした。

このような体験をさせて頂いて、本当にありがとうございました。

7 名のドイツ団をホームステイで受け入れたのは、東京・品川で 4 泊、山形・東根で 2 泊で、合計すると 14 家庭です。

予定がある毎日の中、それぞれ宿泊する家で家族と過ごした時間で日本の暮らしを感じてもらうことができました。

ホームステイ受入

（山形県の黒崎誠介さんの感想文より）
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派遣ツアー概要

日にち 内容

10 月 7 日（月）

ミュンヘン

羽田空港→ミュンヘン空港
それぞれのホームステイ先へ

10 月 8 日（火） ・団体訪問：エコロジカルエデュケーションセンターミュンヘン（ÖBZ）、
　　　　　　もぐらのお家（プレーパーク）

10 月 9 日（水）
フュルト

エルランゲン
ニュルンベルク

・団体訪問：フュルト郡モバイルバス事務所、
　　　　　　Jugendfarm（若者農場）

・“Street of Humans Rights” and “Street of Childrenʼs rights” 
　人権・子どもの権利条約　ストリート見学

・フュルト郡役所にて郡長を表敬訪問

10 月 10 日（木）

ミュンヘン

国際プレイバス大会に出席

10 月 11 日（金） ミュンヘン市の公共公園と児童公園を自転車でめぐる

10 月 12 日（土）
・日本の一般的な遊びワークショップ開催（イタリアチームと合同）
・ミュンヘンオリンピック旧選手村の見学
・日本団とドイツ団の合同振り返り

10 月 13 日（日） 世界こどもの日で日本の遊び紹介ブース出展

10 月 14 日（月） レムシャイト
ミュンヘン→レムシャイトへ移動。

・Academy der Kulturellen Bildung（文化教育アカデミー）に到着、
   アカデミー内案内

10 月 15 日（火） デュッセルドルフ
・団体訪問：Abenteuer Spiel Platz Eller（エラー冒険遊び場）、
　　　　　   文化施設 Akki Aktion & Kultur mit Kindern e.V. 、
　　　　　    Mobiles Musikmuseum

10 月 16 日（水） ヘルテン ・団体訪問：WALD RITTER e.V.（森の騎士）
・アカデミーの遊び分野に関する説明

10 月 17 日（木） ケルン ・団体訪問：Bauspielplatz Friedenspark（バウイ冒険遊び場平和公園）、　　
　　　　　   Abenteuerhallen Kalk（カルク冒険ホール）

10 月 18 日（金） レムシャイト ・日本団とドイツ団の合同振り返り
・団体訪問：DIE WELLE e.V.（ユースセンター）

10 月 19 日（土） フランクフルト フランクフルト空港→羽田空港

10 月 20 日（日） 日本 羽田空港着

■ドイツ側受入団体：Spielmobile e.V.（プレイバス連盟）

■派遣期間：10 月 7 日（月）～ 10 月 20 日（日）

■行程
Federal Playbus Organization, 

Spielmobile e.V.
特定非営利活動法人

日本冒険遊び場づくり協会
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派遣事業 
 

１． 派遣団メンバー 

 

 氏名 勤務先・所属団体等 職名等 

１ 
関戸 博樹 
（団長） 

特定非営利活動法人 
日本冒険遊び場づくり協会 

代表 
プレイワーカー 

２ 相澤 孝紀 
特定非営利活動法人 
プレイフルエンタープライズわかば  

代表理事 
プレイワーカー 

３ 佐藤 公俊 フリーランス  プレイワーカー 

４ 清水 葉月 石巻市子どもセンターらいつ職員  職員 

５ 土肥 潤也 NPO 法人わかもののまち 代表理事 

６ 根岸 基子 にしなりジャガピーパーク 
マネージャー兼運営委員 
プレイワーカー 

７ 村野 裕子 
NPO 法人 
子育て家庭支援センターあいくる  

理事・施設長 

  

 
2019 年度 派遣団 
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２． 事前研修 

（１）第 1 回 2019 年 6 月 2 日（日）  

  会場：国立オリンピック記念青少年総合センター 

（東京都渋谷区代々木神園町 3 番 1 号） 

 通常総会：センター棟 309 号室 

 国際フォーラム第 1 部：国際交流棟 国際会議室   

第 2 部：国際交流棟 レセプションルーム 

スケジュールと目的： 

10：30〜12：00 日本冒険遊び場づくり協会 第１６回通常総会 参加 

本事業の主催団体である当会の全国的な活動や取り組みを理解する。 

子どもの遊び場づくりの現状や課題、これから期待されることなどに気づ

き・学ぶ機会とする。 

13：30～20:00 冒険遊び場づくり国際フォーラム 2019 参加 

第 1 部「ドイツから学ぶ 遊びあふれるまちへ！～遊び・文化・教育の力～」 

ドイツにおけるモバイル・プレイ等の取り組みについて知見を得る。 

第２部「交流会」 

10 月の派遣時にドイツで受け入れてくれる団体と交流を深める。 

 

【研修レポートより：抜粋】 

Grit Eissler さんのプレイバス活動”積み木工事現場プロジェクト”から 

◇渡独時にさらに深めたいこと 

この積み木プロジェクトを通して、子どもたちがただ積み木でまちを建設して終わ

りではない、沢山のねらいを感じた。 

一つ目は、子どもたちのチームワークや協調性を育むこと。二つ目は、集中力や手

先の器用さを養うこと。そして三つ目は、子どもたちの想像力や創造性を育むことで

ある。 

しかしこのようなねらいはどのように評価されるのか、またはこのプロジェクトは

大人が評価をせず、子どもたちが自己評価をする場なのかどうかなどが気になった。

今回の場合は学校で行うこともあり、このような活動が学校でもどう位置付けられて

いるのか、それにより子どもたちが自由に表現を行うことに影響して来るのではない

かと感じた。 

また、子どもたちの中には、与えられた積み木でまちをつくることが得意な子もい

れば、どのようにつくったらいいのかわからない、自分の想いが上手く形に出来ずに

苦手だと感じる子もいるかもしれない。そのような場合にどのようにプレイワーカー

が子どもたちへ関わっているのか、どのように子どもたちの思いを形にしていくこと

を手伝っているのかが気になった。例えばこのような表現活動を行う場合に、アート

について専門的に特化したワーカーがいるかどうかでも、子どもたちの積み木活動に

影響するのではないかと思う。 
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社会における子どもの遊び  

ドイツ派遣団の皆さんを拝見し、最初に驚いたことは『ベテランの多さ』です。  

Spielmobile という取り組み自体が 50 年以上に及ぶ歴史ある取り組みのとのこと

で、それもまた当然のことかもしれませんが、子どもの遊び場づくりという仕事にベ

テランの方が 関わり続けられる人的•経済的な層の厚さ、社会における『遊び場』

『ワーカー』という言葉が歴史のある言葉であることなど、『子どもが遊ぶこと自

体』への理解度の高さを強く感じました。  

ゲルトさんが仰っておられたように、社会に対して働きかけ続ける•諦めないこと

が理解度の高さや『子どもの遊び』という概念に対しての市民権獲得につながったと

感じられます。そういった、たゆまぬ積み重ねの結果であるという背景を知った上で

も、日本における『子どもの遊び』に対する社会の反応はやはりまだ寂しい部分が大

きく、私にもできる余地があるのでは、と感じました。  

最も素晴らしいと感じたことは、「遊びとは、子どもが育つために必要な教育的要

素である」といった社会的意義が定められていること。これに尽きます。もちろん、

意義の内容が賛 成できる内容であることも素晴らしいのですが、定められていると

いう事柄自体がとても大きいことです。  

総会でも地方の方から『プレーパーク、プレーリーダーの定義が無いことで説明が

難しい』という声があったように、社会に広くひろめていくためには誰にでも届く言

葉で定義づけがなされていることは大きなアドバンテージとなり得ます。 
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（２）第２回 8 月 10 日～11 日   

会場：国立オリンピック記念青少年総合センター （東京都渋谷区代々木神園町 3 番 1 号） 

 

日  時間  内容  講師等  

8/10 

(土) 

13:00～14:00 

ドイツに関係する配布資料についての確認 

参加者顔合わせ、自身の背景 

子ども観・遊び観の交流 

企画委員 

14:00～15:30 

昨年度事業の報告 

プレイバスの取り組み 

遊び・文化・教育の力 

佐藤、土肥、根岸、 

村野、関戸 

15:30～17:00 

発表： 

日本における子ども施策、法律 

日本の遊び場づくり（冒険遊び場、移動型）の実態  

2019 年度 

派遣団メンバー 

17:00～18:00 
訪独準備に関して 

・持物・保険、Wi-Fi、ホームステイ、おみやげなど 

佐藤、土肥、根岸、村

野、関戸 

（一部、企画委員） 

18:30～ 交流会（自費・任意参加） ― 

8/11 

(日) 

10:00～12:00 ドイツの子ども・若者施策について 
2019 年度 

派遣団メンバー 

12:00～13:00 昼食 ― 

13:00～15:00 
ドイツで更に学びたいこと、事前にもっと調べてお

くことの整理 
矢野勇樹 

15:00～16:30 報告会準備・報告書作りに向けて 企画委員 

 

【概要】 

2019 年度は派遣事業が 2 年目となり、派遣メンバーの 4 人は昨年度メンバーでもあ

るということをいかし、メンバー相互で学びを深める研修とした。昨年度の学びの成

果を深めるとともに、特に要望の多かった「ドイツの子ども・若者施策」に関する内

容については、「ドイツの子ども・若者参画の今 ―ドイツスタディツアー報告書」

をテキストとして用い、メンバーがそれぞれ関心のある部分を事前に学習し、それを

元に発表、意見交換をするという形式を取った。 

参加型の研修となったため、非常に活発に質問もなされ、ドイツで学びたいことの

整理にもつながった。また、派遣期間中に現地で訪れる視察先に対する要望や、現地

で行うワークショップの内容についても意見交換を行った。さらに、帰国後の報告会

や報告書についてもあらかじめ意見交換をすることで、現地での研修についてイメー

ジを膨らめせることができ、派遣団として本格的なチームづくりをスタートができ

た。 
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３． 派遣日程 

 
日にち  内  容  

10 月 7 日（月） 
  

各地から羽田空港集合 出発  

ミュンヘン国際空港 到着、各ホームステイ先へ移動  

10 月 8 日（火） エコロジカル エデュケーションセンター ミュンヘン 訪問  
Munich Ecological Education Centre (ÖBZ) 

もぐらのお家（プレーパーク）Maulwurfshausen 訪問  

10 月 9 日（水） ニュルンベルグとフュルトへ Nürnberg and Fürth 

フュルト郡モバイルバス事務所を訪問し、プレイバスに積み込む道具や
素材等、プレイバスの運営等について説明を受ける  

Jugendfarm（若者農場）訪問  

ニュルンベルグの公園内にある“Street of Humans Rights”and“Street of 
Childrenʼs rights”  （人権・子どもの権利条約ストリート）を訪問  

フュルト郡役所にて郡長 Mr. Dießl を表敬訪問、Fürth の子育て政策やプ
レイバス政策、子どもの遊びについての説明を受ける  

10 月 10 日（木） 国際プレイバス大会（会場：QUAX）に参加  

10 月 11 日（金） ミュンヘン市の公共公園と児童公園を自転車でめぐる  
元・ミュンヘン市建設部門緑地計画責任者の Ulrich Rauh 氏による案内  

10 月 12 日（土） 

 

冒険遊び場やプレイバス関連の人々たち向けに日本の一般的な遊びワ
ークショップ開催（イタリアチームと合同）  

ミュンヘンオリンピック旧選手村の遊び場を見学  

日本団とドイツ団の 1 週目の合同振り返り  

10 月 13 日（日） 「世界こどもの日」の 2 会場において日本の遊び紹介ブース出展  

10 月 14 日（月） 

 

ミュンヘン→レムシャイトへ移動  

Academy der Kulturellen Bildung（文化教育アカデミー）施設案内  
Press Interview、Academy のディレクターによる Welcome Dinner に参加  

10 月 15 日（火） 

 

デュッセルドルフへ Düsseldorf  

Abenteuer Spiel Platz Eller（エラー冒険遊び場）訪問  

Akki Aktion & Kultur mit Kindern e.V.（文化施設）訪問  

 Mobiles Musikmuseum （モバイル音楽遊び）訪問  

10 月 16 日（水） ヘルテンへ Herten 

WALD RITTER e.V.（森の騎士）訪問  
ロールプレイ、演劇、脱出ゲームなどを体験  

アカデミーの遊び分野に関する説明  

10 月 17 日（木） 

 

ケルンへ Köln 

Bauspielplatz Friedenspark（バウイ冒険遊び場平和公園）訪問  

Abenteuerhallen Kalk（カルク冒険ホール）訪問  

10 月 18 日（金） 

 

日本団とドイツ団の合同振り返り  

日独事業担当の IJAB（交際青年活動）の Mrs. Claudia Mierzowski からド
イツの青少年活動に関する制度について説明をうけ、意見交換  

 レネップへ Lennep DIE WELLE e.V.（ユースセンター）訪問  

10 月 19 日（土） フランクフルト空港→羽田空港  

10 月 20 日（日） 羽田到着 解散  
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４． 派遣事業内容 
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５． Akademie der kulturellen bildung (文化教育アカデミー）について 
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６． ミュンヘン市内の公園について 
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７． ドイツ派遣事業報告会 

「移動型遊び場と拠点型遊び場における青少

年指導者の職能と運営のあり方」について検証

することを目的に行われた青少年国際交流推進

事業「日独青少年指導者セミナー」の派遣事業

報告会を開催しました。 

2 年目となる今年度、日本冒険遊び場づくり

協会が主催する公式報告会は東京会場において

「遊びが育むまちと市民～シュピール・カルチ

ャー・ペタゴーゲ（遊び文化教育士）の挑戦

〜」と題して、現地で視察・体験・意見交換・

交流等を通して得た子どもが豊かに育つための

ドイツでのさまざまな取り組みについて報告し

ました。 

公式報告会の他にも派遣団メンバー各自が、

自分の活動フィールドを中心に様々な地域にお

いて積極的に報告会を開催し、より多くの人々

に本事業で得た知見を報告しました。 

 

（１）公式報告会 東京会場 

＜実施概要＞ 

日 時：2019 年 11 月 23 日（土）13:00～17:00 

場 所：早稲田大学 早稲田キャンパス 14 号館 102 号室 

参加者：50 名 

主 催：特定非営利活動法人 日本冒険遊び場づくり協会  

登 壇：早稲田大学社会科学部教授 卯月盛夫 先生、派遣メンバー  

  

＜プログラム＞ 

13：30 開会挨拶     ・・・関戸博樹 

13：35 事業概要の紹介  ・・・企画委員 梶木典子 

13：40 基調報告     ・・・関戸博樹 清水葉月 

14：40 質疑応答 

14：50 ワンポイント解説 ・・・卯月盛夫 氏 

15：10 派遣団からひと言 ・・・派遣団全員  

15：20～15：50 派遣団と参加者の交流（休憩含） 

15：50 ワークショップ  ・・・土肥潤也 

16：55 閉会挨拶・・・入江雅子 
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開会挨拶 

基調報告 

ワンポイント解説：卯月盛夫先生 

 
ワークショップの準備：テーマの設定 

ワークショップの様子：派遣団が提示したテーマ毎に参加者と議論 

派遣団の紹介 
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参加者アンケートの結果（回答者数 19 名） 

a.印象に残ったこと 
・今回行われている活動のことは、今日はじめて詳しく学びました。スマホとにらめっこで

はなく、小さな頃から自然と人間関係を遊びながら学んでいく環境があること、それを当
たり前の考えとしていること、「外国の教育」ということだけでなく、とても深く知るこ
とができた気がします。スマホやゲームが当たり前の中で、自分で何かを作ったり、自然
の中で活動する子どもたちがとても新鮮に感じられました。子ども時代に学んだことは自
分の人生に大きく関わっていることを改めて感じました。 

・社会の中で子ども達の意見が地域の中に反映されていること。子ども達を支える中で、日
本とは違い、どのような人材がいるのか。また、プレイパークの中では、何人ぐらいの規
模で運営されているのか。 

・新しく知る情報ばかりで、すべて新鮮でした。ワークショップが特に面白かったです。 
・建築エリア活動 
・ドイツの社会について知れたこと、ドイツのイメージが変わった。遊びについて国で全く

価値観が違うことを知れてよかった。ドイツの遊び場の写真を見られてよかった。グルー
プワークが楽しかった。ドイツに行ってみたい、住みたいと思った。 

・ドイツは日本よりずっと子どもに関わる人が「子ども一人一人が主体」という考え方をし
っかり持っているんだな～いいな～と思いました。 

・子ども自身の責任感にまかせ遊びをしているということに、人間としてとらえているんだ
なと感じました。またそういう音の積み重ねで大人になっていくというビジョンがあるの
かなと思いました。 

・1 つ 1 つの施設紹介にあるコンセプトからまず、やわらかで、それでいて確かなものが言語
化され、それを柱に運営されていることに感動しました。子どもが一人の人として大切に
され、その声が活かされるしくみになるには、日々の遊びが（環境が）大切なのだとあら
ためて思いました。 

・派遣団メンバーの自己紹介→それぞれの興味関心  
卯月先生の話：「よき市長を育てる」共に学んでいく・発見、提案、活動のプロセス、多
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様性と寛容        
質疑応答→会場には多様な参加者がいるということがわかった。 

・多様性、寛容というキーワードで Social Pätagogik が市民に浸透している事が印象に残
りました。1945 年～日独のスタートは同じという話がありましたが（卯月先生）状況は同
じでも文化圏や地理的政治的状況があるので一概に一緒と言って日本を憂うのは違うかな
と思った。 

・人の育て方が違うというより、どんな人生を送りたいか、送るべきかといった人生観が違
うとも感じた。教育以前の話かもしれないなあと。 

・キーワードとして「多様性と選択肢」 
・独のインクルージョンな考えかたと英のプレイワークの考え方が少し違うと言ったドック

んの一言 
・途中から参加したのであまり頭に入っておらず、しかし、ゆったりした雰囲気がどれもあ

るのは気になりました。 
・子どもが大切にされている。子ども～高齢者まで隔てないサポート制度 
・多様性を認めない現状に対する、多様性と寛容性を認める場として冒険遊び場があるので

はないかと思いました。 
・とにかくどこも心地よい～～～っていう雰囲気で、椅子がいっぱいってのがいいなあと思

った。場づくりにおいてすごく大切なことなのかもしれない。 
・公園の遊具の多様性から遊ぶことをいかに多様な観点からとらえているのか、が面白かっ

た。 

 

b. 良かった点、気になった点 
・今回のような講演会に参加するのは初めてで、周りの方と意見を言い合ったり、質問がた

くさん聞けたり、とても楽しい時間でした。今行われているプログラム、わたしが知らな
いだけでたくさんあることだと思います。自分の興味の分野でさらに学びを深めたいで
す。どうもありがとうございました。 

・スムーズだと思いました。 
・学校が午前中におわること、人材育成機関があること 
・途中で近くの人と話す機会があったのがよかったです。 
・質疑応答があったので、とてもよかった。交流の時間が多くて、最初は身構えてしまった

けれども、結果的にいろんな方のお話が聞けて良かった。 
・とても分かりやすく、インプット、アウトプットで学びが深まりました。 
・臨機応変な対応がなされてよかった。休み時間に派遣メンバーと交流できるのがよかっ

た。時間が短く感じました。時間のやりくりが大変だったと思いますが、もっと話したか
った。 

・表紙の写真がとても素敵で、何の場面かコメントがあればうれしかったです。 
・明るい雰囲気で素敵でした。うちわで盛り上がる感じと、タイムマネイジメントが気にな

りました。 
・ワークショップはもう少し時間がほしい 
・司会の村野さんの進行が上手でよかったです。やはりどうしても時間が足りないと感じる

くらい内容良かったです。 
・卯月先生のお話がよかったです。 
・参加感があった。最初に派遣団の自己紹介があるのがよかった。 
・思ったより参加者が少ない。もっとたくさんの人に聞いてもらいたかった。 
・事実の紹介に加えて、主観的な思い、感想をもっとしりたかった。 
 

c. 参加者の活動分野（複数回答） 

冒険遊び場活動 9 人、子どもに関わる活動 7 人、 

その他 7 人（まちづくり、建築等） 

 

d. 報告会を知った手段（複数回答） 

協会 FB 3 人、協会会員 ML 4 人、派遣メンバーから 13 人、 

その他 3 人（6 月のドイツの話、卯月先生の授業で、関係者口コミ） 
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（２）派遣団員による各地報告会 

 

 派遣団各自が、全国各地で報告会を開催した。報告会の一部は、当協会のフェイス

ブックページや会員 ML 等で情報を提供した。全 18 回、合計 511 名の参加者であっ

た。2020 年 2 月 16 日以降開催の報告会の人数については計上していない。 

また、2020 年 2 月中旬以降、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、予定してい

た報告会の一部が、中止や延期、動画配信となった。 

 

 

 

実施日 実施者 報告会タイトル 開催地 人数

2019/11/4 土肥潤也 オランダ・ドイツ　未来に教育報告会 石川加賀 27

2019/11/23 全員
遊びが育むまちと市民

～シュピール・カルチャー・ペタゴーゲ（遊び文化教育士）の挑戦～
東京都 54

2019/11/26 村野裕子
ドイツ派遣事業報告会

あいくるスタッフ向け
埼玉入間 21

2019/11/28 村野裕子
ドイツ派遣事業報告会

入間未来ビジョン研究会向け
埼玉入間 15

2019/12/1 土肥潤也
ドイツ・オランダ・フィンランド

未来の教育報告会
東京都 65

2019/12/14 相澤孝紀 日独青少年指導者セミナー派遣事業報告会 千葉市 10

2019/12/16 清水葉月・根岸基子 日独青少年指導者セミナー派遣事業報告会 大阪市 5

2019/12/22 村野裕子 ドイツ派遣事業報告会～2週間一挙見せ報告～ 埼玉入間 17

2020/1/18 村野裕子・関戸博樹 ドイツ派遣事業報告会～どっくんと一緒～ 埼玉入間 18

2020/1/25 村野裕子
ドイツ派遣事業報告会

『大人なドイツの報告会』
埼玉所沢 8

2020/1/25 関戸博樹 くきぼーでドイツ派遣報告会 埼玉久喜 30

2020/1/31 村野裕子・根岸基子
ドイツ視察報告

こども×あそび　おしゃべり会
大阪市 4

2020/2/1
関戸博樹・土肥潤也

根岸基子・村野裕子

ドイツから学ぶ

～子どもを取り巻く遊び環境の多様性～ 神戸市 38

2020/2/2 土肥潤也
Learn from Education in Finland/Denmark/Germany

#これからの教育のゆくえ、#地方のユースワークを考える
岡山市 45

2020/2/4 相澤孝紀
ドイツに学ぶ

豊かな子どもの遊び環境とは？
東京都 22

2020/2/10 相澤孝紀 日独青少年指導者セミナー派遣事業報告会 千葉市 20

2020/2/11 関戸博樹・相澤孝紀 日独青少年指導者セミナー派遣事業報告会 茨城つくば 102

2019/2/15 村野裕子 ドイツ派遣報告会　「冒険遊び場」 埼玉入間 10

51118箇所（2／16以降開催分を含まず）合計
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８． ドイツ研修前後における派遣団員の意識の変容 

（１）「外向き志向」の変容に関するアンケート結果 

a. 派遣者の「外向き志向」の値 

派遣団の事前・事後アンケートにおける「外向き志向」に関する項目の平均値は、

事前が 2．3、事後が 2．3 であり、変容度の平均値は 0％であった。派遣団員が事後

アンケートにおいて、「外向き志向」であると回答した割合は、83％であった。 

 

事業名：

※太枠に記入（太枠以外は自動で表示されます）

■　事前アンケート

配布・回収数

対象者 配布数 回収数 回収率

小学生

中学生

高校生

大学生

その他 6 6 100.0%

※「所属」に「その他」を選択した場合は、備考欄にその内容を記述してください。

外向き志向

項目 思う 少し思う あまり思わない 思わない 合計

日本人として世界に貢献したい 2 1 2 1 6

外国の人との交流を通して自分の可能性を広げたい 3 3 0 0 6

交流した外国の人と将来も繋がりをもちたい 5 1 0 0 6

■　事後アンケート

配布・回収数

対象者 配布数 回収数 回収率

小学生

中学生

高校生

大学生

その他 6 6 100.0%

※「所属」に「その他」を選択した場合は、備考欄にその内容を記述してください。

外向き志向

項目 思う 少し思う あまり思わない 思わない 合計

日本人として世界に貢献したい 2 2 2 0 6

外国の人との交流を通して自分の可能性を広げたい 3 2 1 0 6

交流した外国の人と将来も繋がりをもちたい 4 2 0 0 6

■　事前・事後　外向き志向増加率

項目 事前 事後 増加率

日本人として世界に貢献したい 1.7 2.0 20.0%

外国の人との交流を通して自分の可能性を広げたい 2.5 2.3 -6.7%

交流した外国の人と将来も繋がりをもちたい 2.8 2.7 -5.9%

合計 2.3 2.3 0.0%

※以下のとおり数値化し、平均値を算出

　思う：　3点

　少し思う：　2点

　あまり思わない：　1点

　思わない：　0点

アンケート結果集計

備考

プレイワーカなど

2019年度青少年国際交流推進事業　日独青少年指導者セミナー 

プレイワーカーなど

備考
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b. 派遣団員が「外向き志向」に変容するために行った工夫 

派遣団員が外向き志向を高めるために行った工夫は、以下のとおりである。 

・事前研修において参加者同士がコミュニケーションをとりやすくすること 

・旅のしおり作成で参加者の不安・準備不足を解消すること 

・ホームステイ体験でドイツ人の生の生活に触れること 

・日本文化紹介や自分の活動紹介 

・ドイツ滞在中のミーティングやレポート提出で体験を言葉にすること 

 

c. 「外向き志向」の上昇に関する考察 

今回の派遣団メンバーはそもそも外向き志向が高いメンバーであり、結果的に外向き

志向の増加にはつながらなかったが、このことは決して事業の成果が得られなかったわけ

ではなく、むしろ日独交流で得たことを日本での自分たちの活動に実践的に生かすことに

ついて深く考察している点で成果があった。 

事業実施団体としては、今後の交流において参加者間で円滑なコミュニケーションが

取れるよう配慮していきたい。また、視察や体験の場面において表面的な交流に終わら

ず、事業参加の意義を確認出来る意見交換の時間を取り入れるなどを心がけたい。その際

にやはり日独文化の違いなどを踏まえた有能な日独通訳の存在が非常に重要である。 
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(2)派遣団のドイツ研修での意識の変容 

ドイツにおける派遣研修後、「渡独を終えて今後にどう活かしていくのか」という 

テーマで、派遣団員 6 名に対して研修を振り返り総括するレポー トを求めた。 

 

相澤 孝紀 

 

【はじめに】 

渡独を終え、いくつか報告会を実施する機会をいただきました。 

様々な場所でドイツの取り組みや街の様子・社会制度を聴講者の方々と共有してい

く中で、日本との制度の違い（子ども若者支援法や補完性の原理など）・「遊び」が果

たす意義の違い（教育的な効果を得るために遊びというアプローチに有用性がある、

など）・目指す先の違い（子どもの遊ぶ権利を保障するために大人の立ち入りを規制

する、など）に、（自分自身も改めて）驚きをもって共有していく日々です。 

日本において私が何を果たすべきか、自分にできることはなんなのか、それについ

てまだまだ答えは出ませんが、報告会を通して多くの方と一緒に「遊び」「子ども」

「社会」について考える材料をいただけたと感じています。私の見聞きしてきたこと

をより多くの人に共有する機会を作ること、それが最初に私が行うべきことと考えて

います。 

 

【ドイツでの学び】 

冒頭でも少し触れたように、ドイツと日本には様々な部分において違いがありま

す。 

中でも、社会における子どもを取り巻く支援形態の中で最も大きな違いを感じたの

は『子どものために大人がすべきこと』の違いでした。 

直接子どもに関わる大人が「子どもたちのためにできること」とは一体なんなので

しょうか。 

知識や技術を教えてあげること？ 間違えないように訓練すること？ 

失敗しないように手を添えて導いてあげること？ 

 

ドイツの答えは「子どもの主体性を保障する」こと、でした。 

では主体性を保障するとは、どのような意味なのでしょうか。 

主体性という言葉を調べると、「自分の意思・判断で行動を決めること」という意

味があります。ドイツではまさにこの通り「子ども自身が考え、判断し、選択するこ

と」を大切にし、それが実現できるように場所やプログラムを整えることが大人の仕

事とされていました。 

子どもが失敗しないようにフォローすることや、より良いものが出来上がるように

アドバイスすることよりも、自分のイメージを実現できることや、試行錯誤すること
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の方が大切だと明確に位置付けられていました。そしてそれは冒険遊び場の関係者に

限らず、子どもに関わる大人にとっては当然のように大切にされていたのです。 

翻って、日本で子どもに関わる大人が大切にしていることはなんでしょうか。 

冒険遊び場をはじめ一部の活動では、「子どもたちの主体性」を大切にしながら実

践を積み重ねてきています。反面、多くの子ども施設や環境では、「効率性」「安全

性」「完成度」が優先され、追求されている状況にあると感じています。子どもたち

の主体性が発揮されることよりも、大人のイメージに添うこと（もしくは大人が管理

できること）が重要とされている場面が多いのではないでしょうか。 

 

子どもに関わる大人が、共通認識として「子どもが自分らしくあることを受容され

ること」「主体性が発揮される環境を整えること」そういったことを実現していくこ

とが職責であると捉えられるようになると素晴らしいのに、と感じてしまいます。 

 

【今後にいかすこと】 

報告会を実施する中で、聴講者の方から何度も質問をいただくのは「ドイツに対し

て日本側が提供できるものはなんなのか」という質問です。 

とても難しい質問です。 

私からは、『（災害時など）困難な状況下における子どものケア』と『地域コミュニ

ティの再生』の２つを柱にお答えをしています。特に後者は私の所属するプレーパー

クにおいても、重要なファクターとして活動をはじめた時から取り組んできました。 

 

ドイツでは専門性や子どもの権利にフォーカスしているため、子どもの権利が最大

限発揮できるために時に大人が遠ざけられることがあるようでした。一方、日本では

多くの冒険遊び場活動は地域に根差し、地域で作り、子どもたちだけでなく地域の方

の居場所としても機能しているように感じます。それは子どもの遊び（場）を支える

のは、人も含めた豊かな環境が必要であると考えているからではないでしょうか。 

子どもたちを支えるのが一握りの専門家でなく、たくさんのアマチュア（子育て経

験者や元子どもである青年世代など）たちと一緒に支えていくこと、それが日本の強

みであり良さであると感じています。 

専門性に特化するのではなく、地域をはじめ様々な人へプレイワーク的な考え方や

子育て観を広めていくこと、そのためにドイツで学んだことは大きく意味を持つと考

えています。 

 

今後は冒頭でも触れた通り、まずは報告会を重ねて多くの人へドイツの政策や考え

方を伝えること。そして日本の良さである地域性を大切に、「子どもたち対してでき

ること」をみんなで考えるきっかけを生み出していきたいと思っています。 

同じ想い・同じ言葉で繋がることは、遊び場を継続し広めていくためにとても重要

なことだと考えているからです。 
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佐藤 公俊 

 

私は日本、特に九州を中心に冒険遊び場や移動型遊び場を広めていく活動をしてい

る。それに伴った担い手の人材育成に関心があり、2018 年、2019 年と 2 年続けて今

回の事業に参加した。その中で今後に活かしたいと感じていることは 

①モバイルプレイの手法 

②人材育成 

③社会運動の一つとしての取り組み 

の３点である。 

 

①モバイルプレイの手法 

個人的な関心事でもあったモバイルプレイの手法について、様々な実践事例を視察

することができた。九州でモバイルプレイの取り組みを始めたばかりの中で、実践事

例を見ることができたことは非常に参考になった。中でも車載遊具の考え方や遊具と

素材のバランスの考え方、車の周囲に広告を載せることによりスポンサーを募集し

て、車の購入費を賄う方法は日本でも活かすことができると考えている。 

②人材育成 

遊びの活動を広げていく上で必要となる担い手を増やすためには、学びの場を保証

する必要がある。一方で、日本では有償のプレイワーカーは非常に少ない。今回視察

したレムシャイトアカデミーの研修の事例は、担い手を増やすこと、活動および職業

としてのプレイワーカーの持続可能性を高めていくことに参考にできるものだと思

う。また、訪問した施設で「主役が子どもであること」をプロジェクトに関わってく

れるボランティアの大人にしっかりと伝え、チームとしての考え方を統一し、子ども

が主体の場を作るための大人の役割を明確化していた。日本においても、「遊びに関

わる大人」の間口を広げていく上で、しっかりと場としての大事にしたいことを共有

することで、より多くの子どもたちに自由な遊びの機会を保証する機会につながるこ

とになるであろう。参考になる事例だと感じている。 

③社会運動の一つとしての取り組み 

渡独中に参加したモバイルプレイのフォーラムにおいて、「polity＝政治的」とい

う言葉が多く使われていた。目の前の子どもたちに遊びの機会を作る取り組みだけで

なく、社会に広く投げかけ社会を変えていくことが、子どもたちの遊び環境を充実さ

せることにつながるのだろう。その一つの手法としてロビー活動や、社会運動の一つ

として取り組みをしていくことは大切なことだと考える。 

 

上記を日本での実践に活かしたいと考えている。しかし、注意しなければいけない

のは、今回視察したのは「ドイツ型」の事例であるということ。なので、そのまま真

似をするという形ではなく、日本型に、その地域にあった形に、取り組み人たちがで

きる形に組み替える必要があると考えている。 
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清水 葉月 

 

 私は、今回のドイツへの派遣事業を終えて、今後の活動に活かしていきたいことは大き

く２つあります。  

 １つ目は、訪れたドイツの子ども・若者支援の施設や団体で、子どもたちとの活動や関

わるうえで大切にされていた“将来主体的な市民になるために”という長期的視点を、日々

の活動の中で持つことです。渡独中に訪れた施設は、年齢に応じて多様な施設が存在し、

子どもたち自身が、放課後に自分が過ごしたい居場所を選ぶことが出来ていました。また、

子ども・若者支援の現場では、その時そこにいる子どもたちの声を聞き、運営の中で子ど

もたちの声を実現することが当たり前になっていました。このようなことは、ドイツの子

ども・若者に関わる法整備が整っていることや多くの子ども・若者の支援者も前提として

持っていた「ゾツィアルペタゴギック」という理念があるためでした。  

 子どもたちは将来大人になり、まちや社会を動かす市民になる存在であり、「子ども」と

「大人」など途切れ途切れではなく、生涯にわたってすべて繋がっているのだということ

が、現場の中でも、またドイツ社会の中でも感じることが出来ました。  

 日本では、子ども・若者支援の場は年齢別に分かれ、乳幼児期の支援、学童期の支援、

青年期の支援など専門性を増す一方、支援がそれぞれぶつ切れになってしまうような状況

も存在します。また社会の中では、子どもと大人、高齢者や障がい者など多様な人々がそ

れぞれに分けられて考えられることが少なくありません。  

 そのような中で、人が生まれて主体的な市民になっていくには、年齢やその人の特性な

どを越えて、生涯にわたって社会と繋がることが出来、多様な学びの機会に出会うことが

出来ることが大切であると考えます。私は自身が働く児童館で、０歳から１８歳までの子

どもたちとその保護者をどのように社会と繋ぎ、彼らが社会に対して声を発信する機会を

作っていくかを大切に考えて行きたいと思っています。  

 ２つ目は、子ども・若者支援の場や支援者だけでなく、まちや地域に対して、１つ目の

ような考え方を広めて、共感する人を増やしていくことです。  

 先述したように、子ども・若者支援は、その年齢だけで終わるものではなく、その後の

生涯にわたって続いていくものだと考えます。そのように考えると、子ども・若者支援は

その現場だけでなく、地域や社会の中で市民として社会とつながり、参画していく機会と

場が必要です。まちや地域の中で子ども・若者が将来の市民であることが理解され、尊重

されるため、今回の渡独の学びを広めながら、共感する人を増やしていければと思ってい

ます。  

 

 

 

51



土肥 潤也 

 

ドイツでの 2 年間の交流事業の経験を経て、遊びの実践からの学びはもちろん、実

際に現場を見ることや実践者との交流を通じて、その根底にある哲学に触れることが

できた。具体的な取り組みを真似することはすぐにできるが、あくまでそれは真似で

あり、本質的な実践には結びつかない。ドイツに足を運び、自分で見聞きできたこと

で、日本の課題がより浮き彫りになり、どのように日本で子ども・若者の社会教育実

践を広げていくかの言語化が進んだことは自分にとって大きな体験となった。  

本事業への参加は 2018 年と 2019 年の 2 ヶ年の関わりとなった。1 年目の交流事業

の参加後は、その学びを少しでも形にしようと、自分の活動フィールドである静岡県

焼津市の駅前通り商店街で道遊びのプロジェクト「みんなでつくる、みんなのアソビ

バ」に取り組み始めた。このプロジェクトは、市民が公共空間の担い手として、道や

公園、広場等に遊び場を展開するドイツの取り組みに刺激を得たものである。ドイツ

のプレイワークに関わる活動は、一側面から見れば、子どもの遊び環境を豊かにする

活動であるが、多面的に捉えれば、市民の公共スペースたる道や公園、広場を自分た

ちで自治し、豊かにする営みとも考えることができる。また、こうした公共スペース

での活動は、遊びの重要性を日常に位置付けることによって、市民社会へのアドボカ

シー活動の意味も持っている。非常にシンプルな活動ではあるが、中長期的な社会を

見据えた未来に向けた活動として機能している。 

また、それと同時に、プレイワーカーを中心とした社会教育を担う人材の養成にも

大きく力を入れていた。日本での NPO 活動は、属人的になりやすく、特定の強い個人

がいなくなると、活動が継続しなくなってしまうケースも多々ある。ドイツも同様の

課題は抱えているが、きちんと先を見据え、将来を担う人材を養成する仕組みづくり

に取り組んでいた。これは、豊かな遊び環境を持続可能にする未来への戦略であり、

日本は多く学ぶことがある。 

ミュンヘン市でのプレイワークの歴史を辿れば、40-50 年近い蓄積があり、現在の

豊かな遊び環境に繋がっている。焼津市での取り組みはまだはじまったばかりである

が、40-50 年先をいくミュンヘンの姿を追って、焼津らしい遊び場づくりに引き続き

取り組んでいきたい。 
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根岸 基子 

 

「遊び」をもっと身近なものに 

 

今回の視察に私が期待していたことは、「プレイワーク研修」「学校と遊び活動」

「ロビー活動の方法」を知る事でした。けれども私が遊びの分野に興味を持った根本

的な問い、「人が育つとは」と、「人を育てるとは」ということを、もう一度考えさせ

られた機会となりました。きっかけになったのは、「プレイワーク研修」を突き詰め

ていった先に出会った、「社会教育学」という学問です。 

 

「社会教育学」とは、家庭と学校以外の領域（放課後）における、児童青少年（0

歳～27 歳）援助のための、理論と実践の学問とされています。課題のある子どもの援

助だけではなく、すべての児童青少年が「良き市民（自分の頭で考え・判断し・行動

できる）」となるために、ひとりひとりに寄り添いながら、本人の主体的な成長と自

立を援助することを目的としていました。 

視察に行った遊び場で働く職員、ユースセンターで働く職員は、この学問を学んだ

人々であり、後に調べたら、保育所、青少年文化施設（児童館・青少年センター）、

青少年教育活動、青少年国際交流活動、団体活動（子ども会・青年団体・スポーツク

ラブ）、ストリートワーク、学校ソーシャールワーク、児童養護施設、自立支援施

設、少年裁判支援、カウンセリング、行政の青少年局と、幅広く児童青少年分野に関

わる人の必須の学問でした。 

また、ドイツの教育という概念は幅広く、学びは大人や他者から与えられるものだ

けではなく、自分で見つけ深めていくこと、そしてその行為をサポートする行為も教

育として捉えられています。 

 

日本の「遊び」分野で大切にされている、「主体的に生きる」という価値観が、ド

イツでは人の育ちに当然のものであり、それを援助するのが教育の役割とされていま

した。だからこそ、「遊び」も教育の大事な要素として重要視されていました。そし

て、「主体的に生きる」人々が協働するときに必要な「ともに生きる」という価値観

も同じくらい大切にされていました。 

私は日本も、「主体的に生きる」という価値観が、生まれた時から誰にとっても当

たり前で、その「主体的に生きる」人が他者と「ともに生きる」ことを大切しあえ

る、そんな社会にしていきたいです。なので私は、今回ドイツ視察で学んだことを多

くの人々と共有し、「遊び」がもっと誰にとっても身近で大切なものと認識されるこ

とを目指して、多様な人々と日々の活動を丁寧に続けていきたいと思います。 
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村野 裕子 

 

『持続性と多様性』  

 

2 年連続で派遣団として渡独し、多くの学びの中から心に残っているキーワードは

「持続性」と「多様性」の 2 点である。 

訪問した先で、こどもの遊びに関わる多くの大人が、自分たちの目指す目標に『持

続可能な社会』を挙げており、ドイツの社会全体が目先のことばかりではなく、ずっ

と先の未来についても考えているのだと感じた。環境についてはもちろんだが、一人

一人が生きていく上で、人間として豊かに生きていくために大切な事、その人がその

人なりの幸せな人生を持続することも大切に考えられていた。 

そして『多様性』のある社会が大切であること。個々の国籍や人種の違いを認め合

う、という当たり前のことから、人間だけではなく動物や物や道具のことまで、多く

の場面で「多様性」が大切にされているのを目にした。遊びの中にも生活の中にもそ

の考え方が強く根付いており、それが遊びの幅の広さにも繋がっているように感じ

る。そして、その遊びの幅の広さが、文化・環境・教育等にも繋がっていた。 

この 2 点は、言うまでもなく日本でも大切なことだ。しかし、今の日本は消費を続

けていくだけで持続可能な社会とは言えないと感じる場面が多々ある。環境問題も然

りだが、こども達に対する教育の場面でもそう感じている。目先の成績や進学先など

にとらわれすぎて、どのように生きていくことがその人にとって幸せなのか？という

点が見逃されているように思う。 

多様性についても同様で、言葉では「多様性」の大切さを耳にするがそれを受け入

れられない場面も多いように思う。個々が違うことは当たり前、どんな人が居ても当

たり前、という考え方は浸透していないように感じる。 

私は、自分の関わる活動の中でこの 2 点の大切さを伝えていきたい。乳幼児親子が

集まる「子育て支援センター」、雑木林や河川での「外遊び」、小学校での「放課後子

ども教室」、その他様々な活動に関わっているからこそ、出来る事があると感じてい

る。その伝える手段は「遊び」である。ドイツでは『遊びは子どもの生活そのもの』

という考え方が浸透している。そのため普段から自分で考え、自分の考えで動く、発

信することが当たり前となっている。そして「教育＝遊び」との考え方もあり、遊び

を通して様々な教育も行われていた。 

日本では教育と遊びは決してイコールではない。しかし、遊びの大切さを語るには

教育からの切り口も必要であると考えている。楽しく、多くの人が興味を持つ切り口

を工夫しながら、こどもにとって「遊び」どんなに必要であるかを伝え続けたい。 

 

 

 

 

54



令和 1 年度（2019）事業総括  

 

 

受入においては、各地の冒険遊び場活動団体の協力を得て、ドイツ団メンバーに、

日本の冒険遊び場の紹介のみならず日本における子どもの生活の現状説明や課題解決

に対するさまざまな取り組みの視察の機会を提供することができた。ドイツ団を迎え

入れる各団体も、自分たちの活動を理解してもらえるよう工夫をしながら準備を重

ね、冒険遊び場や施設に訪れる親子とともにドイツ団メンバーとの交流を楽しむ機会

を得た。またホームステイに関しては、東京都品川区では７名が４泊ずつ、山形県東

根市では７名が２泊ずつ行うことができ、日本人の暮らしを体験することによって、

ドイツ団がより深く日本の文化や日本人の心に触れる機会となった。 

派遣においては今年度２年目で、昨年以上に深く目的意識をもって派遣に臨めるよ

う、事前研修においてテーマ別のプレゼンテーションをしたり、各人の役割分担を明

確にした。ドイツ滞在を通じてメンバー同士協力して円滑にそして最大限の効果があ

げられるように準備をした。 

ドイツへの派遣前半のミュンヘンでは、多くの公園を回り多様な公園の在り方を見

たり、日本の遊びを世界各国のプレイワーカーに紹介し実践するワークショップを行

い、子どもの祭りにも出展して日本文化紹介を行った。後半はレムシャイトに作られ

た研修施設に宿泊し、放課後の青少年事業に関わるスタッフの研修システムについて

話を聞き、実際に自然豊かな環境の中で語りあうことを通じてじっくり考察する時間

を体験した。またドイツの冒険遊び場や青少年のためのさまざまな活動のための施設

を視察し各団体の運営者やプレイワーカーと意見交換をすることで、日本の冒険遊び

場や青少年施設との違いやその背景にある子ども観や遊びのとらえ方を学んだ。ま

た、ドイツの歴史や文化に深く触れることにより、行政機関や市民団体の子どもの遊

び政策に対する考え方について理解を深めることができた。 

 

帰国後の当協会主催の報告会では、派遣団メンバー全員で、準備・運営・報告を行

った。また、派遣団各自が全国各地で報告会を何度も開催したことは、本事業の成果

普及につながったといえる。報告会開催や日独報告レポートの発行を通じて、６名の

派遣メンバーは、ドイツで得た知識・情報を、多くの人々に伝え、共有し、外遊びの

推進に関心を持つ人たちはもちろんのこと、そうではない人たちにも、子どもの外遊

びの大切さを伝えることに寄与できたといえる。 

ドイツの実施団体と当団体は、子どもの外遊びを推進することにより子ども達の心

身ともの豊かな成長を目指すという共通のミッションを掲げており、今回の交流は日

本における冒険遊び場づくりの活動や子どもを支える活動の幅を広げるうえで大きな

成果であったといえる。今年度の成果をいかし、今後につなげていきたい。 
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